
インプラント治療のトラブルシューテイング

急増するインプラント医療事故への対応
講 師 :矢島  安 朝 鰊 京歯科大学教授)

日時 :平成21年 11月 1日 (日 )

場所 :東京ステーションコンフアレンス

橋本 真 lT葉県)

今年1崚後の定夕1イリ「修会が、11月 lHに東京ステー

ションコンファレンスにて行われました。ノ1哺い11は、

会,tの発表でした(,太 ||1宏杉先イli、 樽見メi先イ11、 安

藤ノFり〕クLイ li、 迫‖1竜 二先イli、 高イrittL ・先Jiの 5名が

`古

表してくださりました。
′
li後 は、特別1デ1演で、東京歯科大学日腔インプラ

ントうなi雌川41i任教1受の矢「 l:安 |り l先イliがおl flし てくだ

さりました.iJ〔題は、「インプラント治療の トラブ

ルシューティング 急増するインプラント医療事故
への対応」でした.)

金属アレルギーのこと、日腔光iiの こと、色々なコ

ンセンサスについて、 |■篤な医療 J「故についてなど

を、約 4時 ||り にわたりとても内容の濃い講演をして

くださりましたり

先イliの ご i距 ij〔で最も「lj象的だったのは、コミュニ

ケーションの能力がいかに人 LJJか とぃうところでし

た。「話がなかったJ、 「il舌 を聞いてくれない」と訴え

る患者がとても多いとのことでした。患者との信頼

関係がル1壊 しないためにも、医師がもっとコミュニ

ケーションスキルを向 llさ せないといけないとlキ1さ

れました。

コミュニケーションの原サ11と しては、傾聴、共感、

受容が大手であるとのことでした。忠者からi派えら

れない医師の特徴としては、オリエンテーション、

笑い、ユーモア、促しが優れているとのことでした
`,

矢島先イliは、インプラントやコミュニケーション

に関する本も多く出版されていますので、どうぞ参

考にしてくださいっ
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